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  『覚・求・徹』                            

          ～ 校 長 室 だ よ り ～                                     

令 和 ６ 年 ２ 月 ５ 日 （ 月 ）

第１４号 

葛 城 市 立 白 鳳 中 学 校

本校生徒会が 

 能登半島地震被災者 

　　支援募金を実施！ 

 本校生徒会の皆さんが、１／２２

（月）～２４（水）の3日間校内昇降口にて、１／２７（土）・

２８（日）の両日、AM10時から12時まで「道の駅・ふたか

みパーク當麻の家」にて能登半島地震被災者支援の募

金活動を行いました。多くの方々の被災者への思いも同

時に届けることができればと思います。わざわざ駆けつけ

てくれた生徒や保護者,先生方もありました。 

ご協力、 

 本当にありがとう 

　 　 ございました！ 

 

赤い羽根共同募金 

  生徒会が中心となり活動をした赤い羽根共同 

募金の寄付を葛城市社会福祉協議会へ行いまし 

た 。 多 く の み な さ ん か ら

募金をいただきました！ 

皆さま、ご協力 

 ありがとございました！

２年生職場体験活動を実施！ 

  ２年生が１／２５（木）・２６（金）の2日間、職場 

体験活動を実施しました。 

各事業所のご理解のもと生徒

た ち は 生 き 生 き と 仕 事 につ い

て 学 び 、 貴 重 な 直 接 体 験 の

機会となりました！

 各事業所の皆さまに 

 　 　 感 謝 申 し上 げ ます ！ ！ 

 「２／５（月）全校リモート集会より」

  昨日２月４日は今年一番最初の二十四節気、立春でした。 

  暦の上では冬が極まり春の気配がたち始める日とされています。その立春の
前日２月３日が節分の日でした。節分にちなんで「鬼」のお話を紹介します。
  京都におられる松本明慶という仏師（仏像を専門に彫る彫刻家）の方の言葉

で「鬼を磨いて魂となす 魂を磨いて魅力となす」という言葉があります。鬼と言うと恐
い、悪いというイメージがあるかもしれませんが、昔から家の屋根に魔除けとして鬼瓦を置い
たり、実は身近な存在なのです。私たちが使っている言葉の中にも「仕事の鬼」や「勉強の鬼」
といった使い方もします。ある一つのことに一生懸命精魂を傾ける人のたとえにも使われます。
「鬼」が「云う」と書いて「魂」と読みます。人の心の中に棲んでいるもの、本当の自分を照
らし出す鏡のようなものでもあります。「鬼」と向き合うことで自分の心の奥底が見えてくる。
他人の見ていないところで怠けていれば自分の心の鬼はごまかすことができない。私たちも一
生懸命努力をして、心の鬼と向き合い、自身の魂を磨いていくことで自分の魅力となって輝き
出すのではないでしょうか。 

　「鬼」・「魂」・「魅」、どの字にも「鬼」が入ってい
ますが、みなさん、自身の心の鬼と向き合い、もっ
ともっと美しい「心の龍」を育て続けてください。


